
☆
眠
っ
て
い
る
子
供
服
を
お
こ
し
て
下
さ
い

西
宮
の
南
越
木
岩
町
に
あ
る
〃
首
伊
は
、
子
供

服
の
お
店
。
と
い
っ
て
も
子
供
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
。
こ
の
お
店
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
り
の
仲

間
５
人
（
戸
田
淑
子
、
浜
田
慶
子
、
鈴
木
ち
づ
子
、

金
沢
佐
代
子
、
落
合
百
合
さ
ん
）
が
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

魔女，’のショー風景

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
伽
円
薬
草
浴

ハ
ー
ブ
サ
ウ
ナ
や
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
で
有
名
な
神

戸
レ
デ
ィ
ス
サ
ウ
ナ
（
山
田
佳
子
社
長
）
が
、
４
月

即
日
〃
”
周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
伽
円
薬
草
浴
″
を

行
っ
た
。
普
段
は
、
１
９
０
０
円
の
サ
ウ
ナ
コ
ー
ス

が
、
当
日
は
な
ん
と
伽
円
／
多
く
の
女
性
客
が
か

け
つ
け
、
整
理
券
を
配
る
ほ
ど
。

女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
方
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
に

協
力
を
／
と
い
う
こ
と
で
、
店
の
前
に
薬
草
グ
ッ
ズ

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
謙
金
に
協
力

し
た
方
に
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

た
。 ☆

香
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル

〃
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
″

大
丸
神
戸
店
５
Ｆ
に
あ
る
「
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｕ

Ｌ
」
は
〃
セ
ン
ト
チ
ッ
プ
ス
〃
の
お
店
。
〃
セ
ン
ト

チ
ッ
プ
ス
″
っ
て
何
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？
ろ
う
と

植
物
だ
け
で
で
き
て
い
る
小
さ
な
香
り
の
キ
ャ
ン
ド

ル
…
…
。

こ
の
〃
セ
ン
ト
チ
ッ
プ
ス
″
の
楽
し
み
方
は
、
部

屋
の
香
り
と
し
て
な
ど
…
様
々
。
耐
熱
容
器
に
芯
を

明るいお店でゆっくり選べる
ス影ラロまドとく無Ｉキ

灘蕊撚瀞
らピ撮メラ決とこてがア

こ
う
し
て
溶
け
、
ワ
ッ
ク
ス
と
な
っ
た
も
の
を
容
器

か
ら
取
り
出
し
、
再
び
次
に
使
う
時
、
新
し
い
チ
ッ

プ
ス
と
一
緒
に
利
用
で
き
る
。

チ
ッ
プ
ス
の
み
で
も
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
ダ
ン

ス
奄
車
、
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
中

に
１
つ
、
手
紙
の
，
中
に
１
つ
…
あ
な
た
の
思
い
が
伝

わ
る
か
も
？
空
気
に
ふ
れ
、
汚
れ
て
き
た
ら
、
ぬ

る
ま
湯
で
ザ
プ
ザ
プ
洗
え
ば
、
再
び
使
用
可
〃
．
チ
ッ

プ
ス
は
約
釦
種
類
…
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

メ
ロ
ン
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
セ
ダ
ー
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
）

な
ど
…
。
色
も
と
て
も
き
れ
い
。
お
値
段
は
、
知
ｇ

伽
円
也
。

あ
な
た
も
香
り
の
お
し
ゃ
れ
楽
し
ん
で
み
て
は
？

１
７６
１

霊灘

酔離馬
､ 圭聖鑑

蕊
房
邑
毘
圏
冨
跨
勧
題
画
ｅ
型
吻
弓
④
胃

チップスを入れるびんも売ってます
な小と香けツとに入スしセ
るさ芯気はプ周火れをてン
。なのがじスリがろ間チタ
ー炎火地めがのつ°りツ１
度とはす、港チく芯にプに

作
り
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
欲
し
い
」
と
手
作
り
の

品
々
。
『
お
求
め
や
す
い
価
格
で
」
と
子
供
服
の
リ

サ
イ
ク
ル
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
置
い

て
あ
る
。
赤
毛
の
ア
ン
の
様
に
良
い
品
を
大
切
に
取

り
扱
う
子
供
達
に
な
る
車
を
願
っ
て
〃
衿
目
″
と
こ

の
お
店
は
名
付
け
ら
れ
た
。

世
女
に
も
子
供
部
屋
で
眠
っ
て
い
る
子
供
服
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

☆
ド
レ
ス
も
メ
イ
ク
も
〃
ｚ
あ
序
に
お
ま
か
せ
ノ

ト
ア
ロ
ー
ド
シ
ン
キ
ビ
ル
２
Ｆ
に
あ
る
〃
ｚ
２
″

（
中
村
泰
子
オ
ー
ナ
ー
）
は
、
会
員
制
の
レ
ン
タ
ル

ブ
テ
ィ
ッ
ク
。
こ
の
〃
ｚ
２
“
の
人
気
の
秘
密
は
、

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
合
わ
せ
た
メ
イ
ク
を
プ
ロ
の
メ
ー

こ
の
神
戸
レ
デ
ィ
ス
サ
ウ
ナ
に
は
、
葵
草
浴
を
と

り
入
れ
た
女
性
の
た
め
の
６
つ
の
パ
ス
、
サ
ウ
ナ
、

韮
草
（
ハ
ー
プ
）
サ
ウ
ナ
、
冷
水
超
音
波
パ
ス
、
温

水
パ
イ
プ
ラ
パ
ス
、
薬
草
（
ハ
ー
プ
、
バ
ス
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
り
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
と
し

て
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
美
顔
の
コ
ー
ス
も
あ
る
そ
う

だ
。即

日
当
日
の
サ
ウ
ナ
料
金
は
す
べ
て
福
祉
施
設
に

贈
ら
れ
た
。

繍 繍灘

凶
シ
ョ
ョ
西
宮
市
南
越
木
岩
町
旧
１
３
旨
晦
ピ
ル

２
Ｆ
茸
０
７
９
８
１
７
１
１
１
９
１
４

：認'鵜＃蕊
ん
ら
し
さ
を
醸
す
。
お
な
じ
み
の
定
番
ブ
ラ
ウ
ス
は

ピ
ン
タ
ッ
ク
や
輸
入
レ
ー
ス
を
使
い
か
わ
い
ら
し
さ

を
演
出
。
シ
ョ
ー
の
後
に
は
、
昼
食
会
が
設
け
ら
れ

誼且 』
蕊

ス
の
作
品
を

ど
こ
か
で
展

示
で
き
れ
ば

ん
…
と
は
じ
め

ま
た
の
が
き
っ

落
か
け
。
今
で

和
は
、
寺
政
美

シ
和
子
、
田
中

幸
嘉
代
さ
ん
も

加
わ
り
７
人

で
頑
張
っ
て

い
る
。
「
手 入口まで人がいっぱい／

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
優
雅
な
時
間
が
流

れ
た
。

☆
真
夏
の
オ
シ
ャ
レ
は
：
衿
画
自
副
目
の
⑦
。
屈
暁
増
．

北
野
町
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
〃
魔
女
″
（
異
人
館
倶
楽

部
３
Ｆ
）
の
サ
マ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
４
月

酌
日
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ク
ラ
プ
で
催
さ
れ
た
。
ピ
ア

ノ
の
生
演
奏
を
パ
ッ
ク
に
、
マ
ニ
ッ
シ
ュ
な
装
い
か

ら
、
た
つ
蕊
り
と
布
地
を
使
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
感
覚
に

溢
れ
た
う
丁
ツ
シ
ョ
ン
が
次
々
と
登
場
。
全
体
的
に

動
き
や
す
く
、
そ
れ
で
い
て
優
美
な
大
人
の
ム
ー
ド

を
崩
さ
な
い
と
こ
ろ
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
大
里
展
世
子
さ

れ
る
。
（
ヘ
ア
や
小
物
を
選
ぶ
の
に
と
て
も
便
利
／
）

簡
単
な
セ
ッ
ト
な
ら
お
店
で
で
も
し
て
も
ら
え
る
そ

い
だ
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
バ
ッ
グ
、
パ
ン
プ
ス
な
ど

小
物
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。
入
会
金
は
３
０
０
０
円
、

ド
レ
ス
は
１
０
０
０
０
円
Ｉ
。
だ
い
た
い
２
０
０
０

０
円
前
後
で
す
べ
て
そ
ろ
う
。

神
戸
ら
し
い
お
嬢
さ
ん
ぽ
い
も
の
が
多
い
当
の

こ
〃
・
こ
れ
か
ら
の
シ
Ｉ
ズ
ン
、
結
婚
式
の
２
次
会
な

ど
に
利
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

園
ｚ
２
中
央
区
北
長
狭
通
り
２
１
６
１
７
ト
ア
ロ

ー
ド
シ
ン
キ
ピ
ル
２
Ｆ
衝
３
９
１
１
５
６
７
０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ノ

／

四本店神戸市中央便＝宮町3 - 1 - 8 ＴＥＬ0 7 8 - 3 3 1 - 1 6 9 5 国さんプラザ店四ｔワンター街店回さんちか店国P - 4 ショップ四メンズセリザワK O B E ･ O S A K A ･ T O K Y O ･ K Y O T O ･ ＨＩＭＥＪｌ
、

ｒ８８ＳＭＭＭＥＨ
。
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
（
西
ド
イ
ツ
）
ワ
ン
ピ
ー
ス
￥
１
４
０
，
０
０
０

S ｅｎｚａＷａ
ＫＯＢＥ

囲
総騨脅

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



女性の知性とエ
レガンスを表現

111

valentino
gaIwavani

▲
女
性
美
を
追
求
し
て
：
ウ

ＢＲＡＮＤＨＩＳＴＯＲＹ③

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
オ
ナ
シ
ス
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー
ラ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク

・
シ
ー
ル
ズ
、
ダ
イ
ア
ナ
妃
…
。
世

界
の
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
が
名
を
連
ね
る

ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
の
顧
客
た
ち
。

「
女
性
が
真
に
ス
タ
ィ
リ
ッ
シ
ュ

に
な
る
に
は
、
ま
ず
自
分
自
身
を
よ

く
知
る
こ
と
が
必
要
だ
。
例
え
、
ど

ん
な
に
美
し
い
人
で
も
振
舞
い
が
美

し
く
な
け
れ
ば
台
無
し
に
な
る
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
は
そ
の
女
性
の
求
め
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
を
理
解
し
、
そ
の
女
性

を
最
も
美
し
く
見
せ
る
形
を
追
求
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。
」
と
い
う
言
葉

通
り
に
、
彼
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
常

に
洗
練
さ
れ
、
着
る
人
の
フ
レ
タ
リ

ン
グ
（
心
地
よ
い
満
足
感
）
に
徹
し

て
い
る
。

北
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ラ
ー
ゲ
に
生
ま

ＲＯＹＡＬＳＡＬＯＮ
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昆
嘩
‐
・
蜂
一
・
．
肴

下
に
入
る
。
こ
う

時
の
新
進
デ
ザ
ィ

蕗鶴詮瞥恐

っ
た
彼
は
パ
リ
か
ら
ロ

ー
マ
に
一
戻
っ
た
弱
庄
‐
に

〃
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
・

デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
〃
を

開
く
。
そ
し
て
、
先
の
ピ
ッ
テ
ィ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
は
、
そ
の

実
力
が
世
界
に
認
め
ら
れ
始
め
た
イ

タ
リ
ァ
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
潮
流

に
も
乗
っ
て
、
そ
の
名
を
広
く
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。
師
年
に
は
彼
の

デ
ザ
イ
ン
感
覚
の
転
換
と
も
い
え
る

白
一
色
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表
。

モ
ー
ド
界
の
み
な
ら
ず
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
も
波
紋
を
投
げ
か
け
、
「
ニ
ュ

ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」
「
タ
イ
ム
」
に
も
取

り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
業
績
に
よ
っ

て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
最
高
の
栄
誉
「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
ス
カ
ー
」
を
受
賞
。

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

ギ
・
ラ
ロ
ッ
シ
ュ

業
後
、
パ
リ
洋
裁
学
院

に
つ
け
、
そ
の
後

は
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
率
刊
、

れ
た
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ

、ま
蕊る

０

得
掛
掴

こ
で

、｡ _ ＝▼

１k趣

Ｌ－‐
Ⅳ
脳
哩
捌
Ｆ

ｋ‐１Ｉ

登乙

毎
隊
々
に
，
刀
，
を
つ
け

翁
買
求
め
ば
ｌ

そ
ご
う
神
戸
店
・
ヴ
ァ

レ
ン
テ
イ
ノ
・
識
ブ
テ
ィ

ッ
ク
で
。

～ ﾘ

ｽ 一報

組
み
合
わ
せ
が
コ
ヶ
ー
テ

■

し
出
し
て
い
る
。
ま
た

っ
た
。プ

レ
タ
ポ
ル
テ
に
お
い
て
も
的
年○

に
ミ
ラ
ノ
に
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
オ
ー
プ

ン
以
降
、
イ
タ
リ
ア
各
地
、
欧
州
、

ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
そ
の
市
場
を
広

げ
て
い
る
。

彼
の
仕
事
上
の
名
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
ジ
ヤ
ン
カ
ル
ロ
・
ジ
ャ
ン
メ
ッ

テ
ィ
の
「
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
は
今
や

多
国
籍
企
業
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
」
の
こ
と
ば
は
彼
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
活
動
と
共
に
、
そ
の
限
り
な
い
デ

ザ
イ
ン
活
動
の
拡
が
り
を
予
知
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

■
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
魅
力
■

こ
の
夏
は
流
行
の
プ
リ
ン
ト
を
ヴ

ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
風
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
。
シ
ッ
ク
な
ア
ニ
マ

ツ
ク
底
ど
の

ト
な
ア
豚
テ

０
ワ
イ
ン
や
二

昭
．
⑱
－
の
ス
カ

ヂ
ー
新
鮮
な

③
啄
匿
い
る
。

ン
チ
ェ
ッ
ク
の
大
胆
な

ム
仏
も
、
Ａ

イ
ッ
シ
ュ
な
魅
力
を
酸

ル
プ
リ
ン
ト
と
タ
ー
タ

ユ
ー
フ
レ

ー印Ｉ
象卜
をＩ二

’与」と

エ
レ
ガ
ン
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~r氏

今
年
の
十
一
月
に
は
創
業
五
卜
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す

も
あ
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
も
当
社
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

ｌ
営
業
店
舗
と
し
て
関
西
地
区
十
一
店
関
東
地
区
六
店

を
お
持
ち
で
す
が
、
東
京
で
は
銀
座
一
ｒ
Ｈ
と
い
う
一
等
地
に
も

支
店
を
櫛
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

石
田
そ
う
で
す
。
昨
年
十
二
月
に
銀
座
一
丁
目
の
表
通
り
に
支

店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
九
階
建
て
の
ビ
ル
で
す
が
、
地
階
に

は
サ
ロ
ン
を
設
け
皆
様
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ｌ
社
長
の
生
活
は
東
京
と
神
戸
の
往
復
で
す
ね
。

石
田
月
の
う
ち
一
二
分
の
↑
が
神
戸
、
三
分
の
一
が
東
京
、
そ
し

て
残
り
三
分
の
一
を
大
阪
と
家
族
の
い
る
京
都
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
で
も
東
京
の
連
中
が
言
う
ん
で
す
よ
、
神
戸
は
Ⅱ
本
で
一
番

い
い
街
だ
っ
て
。
神
戸
の
評
判
は
大
し
た
も
の
で
す
よ
。
も
っ
と

も
当
社
は
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
会
社
と
し
て
東
京
に

対
し
て
大
い
に
宣
伝
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
さ
さ
か
は
地
元

折
り
か
ら
の
〃
財
テ
ク
〃
ブ
ー
ム
で
、
証
券
会
社
が
活
況
を
呈

し
て
い
る
。
そ
こ
で
シ
リ
ー
ズ
第
一
回
に
、
神
戸
に
本
拠
を
お
く

神
栄
石
野
証
券
㈱
の
石
田
一
社
長
に
ご
登
場
を
い
た
だ
い
た
。

石
田
そ
う
で
す
。
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
、
旧
石
野
証
券
、
旧

神
栄
証
券
、
旧
東
京
神
栄
証
券
が
合
併
し
て
、
現
在
の
神
栄
石
野

証
券
に
商
号
変
更
を
し
ま
し
た
が
、
前
身
の
旧
石
野
証
券
の
創
業

が
昭
和
八
年
十
一
月
な
の
で
、
今
年
で
五
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ｌ
今
年
の
三
月
に
本
店
を
現
在
地
（
中
央
区
浪
花
町
二
卜
七

番
地
）
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
界
隈
は
、
旧
居
留
地
な
ん
で

す
が
、
最
近
街
並
み
が
良
く
な
っ
て
き
た
と
評
判
で
す
ね
。

石
田
当
社
の
山
側
に
、
昨
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
太
陽
神

戸
銀
行
本
店
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
金
融
セ
ン
タ
ー
の
雰
囲
気

が
出
て
き
ま
し
た
ね
。
当
社
の
一
階
の
通
り
に
面
し
た
場
所
に
、

株
価
ボ
ー
ド
を
設
置
し
主
要
銘
柄
の
株
価
や
為
替
相
場
に
関
す
る

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
は
と
て
も
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

~r氏

ね
価

又
、
新
本
店
に
移
っ
て
、
太
陽
神
戸
銀
行
と
と
も
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
て
き
た
よ
う
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
安

定
性
を
求
め
る
貯
蓄
な
ら
銀
行
、
ハ
イ
リ
ス
ク
、
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

の
貯
蓄
な
ら
ば
証
券
。
お
客
様
の
意
向
で
向
由
に
選
択
し
て
い
た

だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ｌ
証
券
の
場
合
、
兇
返
り
が
大
き
い
だ
け
に
リ
ス
ク
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
＃
、
宗
ａ
Ｏ

石
田
危
険
も
あ
る
が
、
夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
の
が
証
券
だ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
ね
。
三
月
で
マ
ル
優
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
、
お
金

の
流
れ
が
銀
行
、
郵
貯
か
ら
証
券
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
や
世
界
中
の
お
金
が
東
京
に
集
中
し
て
い
る
観
が
あ

り
ま
す
ね
。
又
、
東
京
証
券
取
引
所
の
正
会
員
で
本
社
が
神
戸
に

あ
る
の
は
当
社
だ
け
で
す
。
参
考
ま
で
に
大
阪
に
は
卜
三
社
、
名

古
屋
に
七
社
、
そ
し
て
、
残
り
は
全
て
東
京
の
会
社
で
七
十
一
社

i謬脚ア
Ｆ

Ｐ鍛邑ふざ．
代表取締役社長
石 F F I －

神
栄
石
野
証
券

総
合
証
券
を
め
ざ
す

③
神
一
戸
の
ト
ッ
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
職
フ
・
シ
リ
ー
ズ
．
の

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



嚢

ロ
神
栄
石
野
証
券
株
式
会
社

神
戸
市
中
央
区
浪
花
町
刀
番
地

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
○
○
○
一

す
が
、
実
は
こ
れ
を
企
画
し
た
の
は
二
十
歳
代
の
連
中
な
ん
で
す

よ
。
こ
れ
ま
で
は
広
告
代
理
店
持
ち
込
み
の
企
画
で
や
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
彼
ら
は
そ
れ
と
は
全
然
別
の
提
案
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
つ
ま
り
「
さ
わ
や
か
さ
」
「
音
楽
性
」
「
女
性
」
、
こ
の
三
要
素
が

無
か
っ
た
ら
だ
め
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
結
局
こ
の
三
つ
の
要
素

が
今
や
当
社
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
本
店

の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
備
品
も
若
い
連
中
を
中
心
に
や
っ
た
ん
で
す
よ
。

勿
論
何
で
も
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
し
か
し
、

若
い
人
の
セ
ン
ス
や
感
性
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

時
代
が
変
わ
っ
て
来
て
い
ま
す
。
明
治
、
大
正
は
勿
論
昭
和
一
ケ

タ
生
ま
れ
も
も
う
古
い
で
す
よ
。

ｌ
社
長
ば
何
年
の
お
生
ま
れ
で
す
か
。

石
田
昭
和
一
ケ
タ
の
五
年
で
す
。
（
笑
）

ｌ
社
長
は
神
戸
大
学
の
ご
出
身
で
す
ね
。

石
田
二
十
八
年
経
営
学
部
卒
業
で
す
。
昔
は
京
阪
神
の
大
学
に

そ
れ
ぞ
れ
の
校
風
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
あ
り
ま
し
た
。
神
大
は

経
済
、
京
大
は
哲
学
、
阪
大
は
医
学
・
工
学
。
私
は
京
都
生
ま
れ

で
す
が
、
経
済
を
勉
強
し
た
か
っ
た
の
で
神
戸
に
来
た
わ
け
で
す
。

神
大
は
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
畑
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
人
材
を

育
成
す
る
学
校
で
し
た
。
事
実
、
商
社
や
金
融
関
係
へ
優
秀
な
人

材
を
誰
出
し
て
い
ま
す
。

ｌ
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
．

石
田
幸
い
環
境
が
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
神
戸
に
あ
る
企

業
も
昨
年
後
半
か
ら
顕
著
に
立
ち
直
り
が
み
ら
れ
ま
す
。
鉄
鋼
関

係
も
業
績
が
回
復
し
、
そ
の
波
及
効
果
が
随
所
に
出
て
き
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
の
マ
マ
さ
ん
連
中
も
喜
ん
で
い
る
の
じ
や
な
い
で
す

か
。
（
笑
）

こ
の
よ
う
な
好
環
境
の
中
で
、
早
け
れ
ば
来
年
中
に
も
総
合
証

券
の
仲
間
入
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
地
元
兵
庫
県
や
神
戸
市
に
す
こ
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
い
将
来
に
は
ロ
ン
ド
ン
な
ど
海
外
現

地
法
人
を
開
設
し
、
当
然
上
場
会
社
に
な
る
こ
と
で
す
。

】

閏

－

′

神
戸
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

’
四
代
目
の
社
長
に
就
任
さ
れ
た
の
ば
い
つ
で
す
か
．

石
田
昭
和
六
十
年
の
十
二
月
で
す
か
ら
三
年
前
に
な
り
ま
す
。

お
陰
様
で
社
業
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
に
も

恵
ま
れ
、
特
に
女
性
の
質
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
社
長
の
経
営
理
念
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
．

石
田
一
口
で
言
う
と
「
民
主
経
営
」
で
す
ね
。
全
員
参
加
経
営

と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
全
社
員
が
社
長
室
と
直
結
し
て
い

ま
す
。
特
に
若
者
の
意
見
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
私
も

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
若
い
連
中
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
す
。
新
入
社
員
も

役
員
も
同
じ
。
良
い
提
案
は
ど
ん
ど
ん
経
営
に
採
り
入
れ
ま
す
。

言
わ
ば
、
「
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
経
営
」
。
ハ
イ
セ
ン
ス
・
ハ
イ
タ

ッ
チ
経
営
で
す
。

例
え
ば
当
社
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
。
真
梨
邑
ケ
イ
を
起
用
し
て
い
ま明るいムードと活気がみなぎる神栄石野証券本店ｃ

“
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写真左から上／￥1 9 , 0 0 0
上／￥1 4 , 0 0 0
上／￥1 2 , 0 0 0

、

下／Ｙ1 6 , 0 0 0
下／￥１７，０００
下／￥1 4 , 0 0 0
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受賞風景と代表クイーンの中務睦さん

☆雲躯ﾝ神戸ﾌｴｽﾃｲバﾙ
☆山手幹線全線開通
華やかに開通式が行われた。

神戸まつりのオープニングを飾る第1 8 回クイーン神戸フ
ェスティバルが５月1 3 日夜､ 神戸文化ホール大ホールで華
やかに開かれた。クイーン神戸７人の中から、中務睦さ
んが代表クイーンに選ばれ、祝福を受けた。

山手幹線の全線が開通し、４月2 6 日朝に開通式が行われ
た。山手幹線は、東灘区森北町と長田区四番町７丁目と
を結び、今回の開通により、中央幹線、浜手線とともに、
3 大幹線すべてが開通したことになる。

蕊蕊
Ｐ

韓
『

幻ｈ
画画画1１ 劃 灘榊
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－

も
＝

…
…郷

土
・
丹
波
の

文
化
向
上
に

注
ぐ
情
熱

中
西
通

〆

Ｉ

齢ﾐﾐﾆﾜ歌

択

ノ

〈
兵
庫
県
能
楽
文
化
祭
企
岡
審
員
長
〉

り
広
げ
ら
れ

各
地
で
多
彩
な
催
し
が
繰

て
い
る
ホ
ロ
ン
ピ
ア
籾
。
今
月
は
、
日
本

初
の
能
楽
文
化
祭
が
開
か
れ
て
い
る
多
紀

郡
篠
山
町
へ
と
足
を
運
ん
だ
。

ｌ
な
ぜ
、
篠
山
で
能
の
宴
が
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
篠
山
の
能
の
歴
史
は
古
く
、
文
久
焼
奔
．

（
１
８
６
１
）
に
当
時
の
藩
主
青
山
忠
良

が
、
屋
外
瓦
葺
き
の
能
楽
殿
を
、
春
日
神

社
境
内
に
寄
進
建
立
し
ま
し
た
。
篠
山
は

丹
波
の
主
要
な
町
と
し
て
、
昔
か
ら
文
化

水
準
も
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
」

ｌ
と
い
う
こ
と
は
、
今
回
の
能
楽
文
化

祭
も
、
篠
山
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
自
然

な
こ
と
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

「
今
で
こ
そ
各
地
で
薪
能
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
が
、
丹
波
で
の
宴
能
は
、
桜
の
下

の
篠
山
春
日
能
、
秋
の
名
月
を
愛
で
な
が

ら
の
丹
波
夜
能
、
元
旦
の
雪
見
の
能
と
、

年
三
回
必
ず
開
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
心
待
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

全
国
か
ら
お
見
え
に
な
り
ま
す
よ
。
」

ｌ
ｌ
中
西
さ
ん
ご
自
身
、
舞
わ
れ
る
の
で

す
か
？

’
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言
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’

淵三

ロ

や

「
い
い
え
、
と
て
も
．
：
。
い
つ
か
は
演
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
奥
深
い
で
す

か
ら
ね
。
私
の
場
合
、
父
が
自
宅
に
能
舞

台
を
こ
し
ら
え
る
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う

で
、
影
響
を
受
け
、
ま
ず
楽
器
に
興
味
を

持
ち
始
め
た
ん
で
す
。
外
国
の
楽
器
に
も

劣
ら
ぬ
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
音
色
。
ぜ
ひ

集
め
て
み
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
か
ら
今
度
は
、
能
面
に
魅
か
れ
ま
し
て

ね
。
能
面
は
〃
写
す
″
の
が
習
わ
し
で
、

き
ち
ん
と
型
を
取
っ
て
打
つ
ん
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
期
、
明
治
期
、
み
な
表
情

が
違
う
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
。
打
つ

人
が
違
う
か
ら
で
す
が
、
つ
ま
り
、
そ
こ
に

は
打
つ
人
の
生
き
た
時
代
が
あ
り
、
そ
の

人
の
心
を
写
し
出
し
て
い
る
か
ら
な
ん
で

す
ね
。
能
面
の
歴
史
は
ま
さ
に
心
の
歴
史

で
も
あ
る
と
、
気
が
つ
い
た
ん
で
す
よ
。
」

１
１
現
代
は
〃
心
の
時
代
″
だ
と
よ
く
一
一
一
一
目

わ
れ
ま
す
よ
ね
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
丹
波

の
文
化
を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

「
文
化
と
い
う
の
は
一
人
の
人
間
の
生
き

様
だ
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
、
篠
山
の
住

人
と
し
て
、
代
々
育
ま
れ
、
築
き
上
げ
て

き
た
篠
山
の
、
丹
波
の
文
化
を
、
大
切
に

守
り
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

ｌ
丹
波
の
人
々
に
守
ら
れ
、
歴
史
を
経

て
き
た
丹
波
の
能
。
ホ
ロ
ン
ピ
ア
冊
で
は
、

こ
の
伝
統
あ
る
宴
能
を
引
き
続
き
開
催
し

ま
す
。
観
世
、
金
春
、
喜
多
、
室
生
、
金

剛
五
流
宗
家
が
織
り
な
す
幽
玄
の
世
界
。

狂
言
と
国
指
定
伝
統
芸
能
も
混
じ
え
て
の

日
本
の
古
典
美
学
を
、
ご
一
緒
に
鑑
賞
し

ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
北
摂
・
丹
波
の
祭
典
事
務
局
念
０
７
８
‐

３
６
１
－
８
５
８
８
／
兵
庫
県
能
楽
文
化
祭
事
務
局
念

Ｏ
７
９
５
Ｉ
５
２
１
Ｉ
１
１
１
１
／
篠
山
町
商
工
会
盃
０

７
９
５
１
５
２
１
０
７
５
８
／
能
楽
資
料
館
ｓ
０
７
９
５

Ｉ
５
２
Ｉ
３
５
１
３

〆

ノ、 一
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W ､ 神戸のハイカラ専門店で
父の日に。お中元に。

☆本格派の人々に愛される

ヨヨオブロ大丸前
神戸市中央区三宮町3 - 1 - 9
ＴＥＬ３３１－５１９０

☆Beautifuleyeを創る

周辰部メガネ
神戸・大丸前ａ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 1 1 2 3

、

ノ
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／

、

ＨＥＲ，Ｓ

☆ネクタイの

元町バサ．と
神戸市中央区元町通1 - 6 - 1 2
ＴＥＬ3 3 1 - 1 4 0 1 . 7 0 3 1

6/１９<日〉

☆よろず御槻衣縫上虚

神戸ｼﾔﾘﾉ大丸前
神戸市中央区三宮町3 - 1 - 6
ＴＥＬ３３１－２１６８
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雁

慰蕊！

吉
永
小
百
合
を
開
化
さ
せ
た
深
町
幸
男

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
演
出
に
よ
り
、
４
月

旧
日
東
京
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
強
烈
な
人
間
の
愛
の
ド
ラ
マ
と
美

昭
和
妬
年
生
れ
の
カ
ネ
ボ
ウ
ブ
テ
ィ

ッ
ク
の
『
エ
マ
』
ブ
ラ
ン
ド
が
、
こ
の

船
年
秋
冬
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
大
き

く
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
テ
ー
マ
も

「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
と
、

毎
日
の
暮
ら
し
を
、
も
っ
と
楽
し
く
、

も
っ
と
感
激
し
ま
し
ょ
う
と
提
案
す
る

主
任
デ
ザ
イ
ナ
ー
小
泉
陽
子
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
対
談
が
、
渡
辺
文
雄
と
。

そ
し
て
小
泉
陽
子
の
秋
冬
シ
ョ
ー
が

あ
の
「
夢
千
代
日
記
」
シ
リ
ー
ズ
で
、

畷

朋
剥
診
冬
フ
ア
ッ
シ
ヨ
ン
シ
ヨ
ー

ズ
ー
パ
ー
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
『
エ
マ
』

・
鴨
牡
川
Ｊ
虫

渡
辺
最
近
の
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
生
き
方
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
イ
コ

ー
ル
と
い
う
線
ま
で
き
ま
し
た
ね
。

小
泉
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
ヨ
ー
□

シ
バ
の
女
性
達
は
、
パ
リ
コ
レ
や
ミ
ラ

ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
流
行
に
踊
ら

さ
れ
な
い
で
自
分
の
〃
眼
″
で
選
び
、

生
活
を
賢
く
生
き
て
い
ま
す
。

渡
辺
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
。

小
泉
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
働
く
女
性
達

識
を
も
っ
た
豊
か
な
感
性
を
楽
し
く
華

や
か
に
と
誘
う
、
小
泉
陽
子
の
作
品
と

シ
ョ
ー
風
景
、
渡
辺
文
雄
と
の
お
し
ゃ

べ
り
を
ご
紹
介
。

し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
群
の
ウ
オ
ー
ク

が
見
事
に
交
錯
し
た
活
気
的
な
舞
台
を

く
り
広
げ
た
。

こ
の
シ
ョ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は

神
戸
出
身
の
、
鵜
殿
洋
子
。
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
味
の
濃
い
深
町
演
出
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
た
セ
ン
ス
は
さ
す
が
。

６
月
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
は
『
エ
マ
』
の
イ
タ
リ
ア
ン
ベ
ー
シ

ッ
ク
の
流
れ
を
汲
み
、
着
る
人
の
個
性

を
際
立
た
せ
、
大
人
の
女
性
達
の
美
意

を
見
て
い
て
も
、
こ
の
収
入
だ
か
ら
こ

う
い
う
信
念
で
や
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
あ
っ
て
、
自
分
を
感
じ
て
自
分
が
選

ん
で
い
ま
す
ね
。
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蕊iｌ

患

渡
辺
日
本
人
に
は
近
所
を
見
た
り
、

と
な
り
を
見
た
り
で
均
一
化
格
一
化
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
価
値
感
を

持
っ
て
、
自
分
な
り
の
も
の
を
選
ん
で

行
く
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
楽
し
い
。
Ｔ

シ
ャ
ツ
Ｇ
パ
ン
と
背
広
で
は
、
着
る
も

の
で
気
分
が
変
わ
り
ま
す
も
の
ね
。

小
泉
機
能
性
プ
ラ
ス
、
面
白
さ
楽
し

さ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
も
っ
と
変
わ
り

ま
す
。私

は
、
プ
レ
タ
の
前
に
パ
リ
で
オ
ー

6 3 回朝日バルサロ
主催朝日新闇社向ネボ方

風
雲
農
罵
‐

・
畠
孔
一

綴

＃

●
ｉ

慰霊、

潟
鵜殿洋子さん小泉陽子さん

渡辺文雄､ 小泉陽子両氏によるトークシヨー

可

１

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
（
ジ
バ
ン
シ
ィ
）
に
い

ま
し
た
が
、
洋
服
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
着

る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。
着
る
人

の
考
え
方
、
生
活
で
出
来
上
る
。
き
れ

い
に
し
よ
う
と
い
う
闘
い
で
出
来
上
る

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の

伝
統
格
式
あ
る
本
物
づ
く
り
を
学
ん
だ

意
味
の
あ
る
服
作
り
を
『
エ
マ
』
の
ブ

ラ
ン
ド
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
生
か
し

て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
大
き
く
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
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.…ﾚｱ…談議重厚Ｆ姉wn☆
現
代
版
、
山
内
一
豊
の
妻
、
そ
れ
で
い

て
、
と
て
も
可
愛
い
い
人
、
と
い
う
言
葉

が
ぴ
っ
た
り
の
西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん
が
今
日

の
ゲ
ス
ト
。

フ
ェ
ミ
ニ
ン
で
シ
ル
エ
ッ
ト
づ
く
り
に
定

評
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
、
サ
ン
ク
レ
ア
・
セ

ー
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
太
田
社
長

意
欲
的
な
お
し
ゃ
れ
に
つ
い
て
の
爽
や
か

な
対
談
で
す
。

☆
夫
婦
で
さ
り
気
な
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

太
田
よ
く
私
ど
も
の
商
品
を
お
求
め
い

た
だ
い
て
お
ら
れ
る
様
で
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

西
川
な
か
な
か
体
型
に
あ
っ
て
、
美
し

く
か
ら
だ
の
線
が
み
え
、
品
の
良
い
洋
服

と
い
う
も
の
が
兇
つ
か
り
に
く
い
の
で
、

困
っ
た
も
の
で
す
。

太
田
そ
れ
は
男
女
問
わ
ず
同
じ
悩
み
で

冒険心は、おしゃれの真髄
ケスト

太田圭彦ＶＳ西川ヘレン
< 単識, 』懸撚〉柄川慧よし夫人》

す
よ
。

西
川
主
人
も
、
あ
ま
り
食
欲
を
そ
そ
る

よ
う
な
食
事
は
太
る
か
ら
作
っ
て
く
れ
る

な
、
と
（
笑
）

太
田
ミ
セ
ス
の
お
客
様
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
・
サ
イ
ズ
に
気

を
配
っ
て
創
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
坐
サ

イ
ズ
（
追
号
）
の
場
合
だ
と
同
じ
ピ
ッ
チ

で
大
き
く
し
ま
す
と
、
バ
ラ
ン
ス
が
狂
っ

て
き
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

西
川
で
も
過
号
っ
て
き
こ
え
悪
い
で
す

よ
ね
え
。

太
田
そ
う
で
す
ね
。
で
す
か
ら
比
較
的

輸
入
品
の
取
り
扱
い
が
多
い
お
店
に
は
、

私
ど
も
も
国
内
サ
イ
ズ
じ
ゃ
な
く
て
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン
サ
イ
ズ
で
の
表
示
を
し
て
い
る

ん
で
す
よ
。
ヘ
レ
ン
さ
ん
の
場
合
、
グ
ラ

☆活動的な夏を目の前に．爽やかなおしゃれ

マ
ー
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
ヨ
ー
ロ
ピ
ア

ン
サ
イ
ズ
の
方
が
合
う
と
思
い
ま
す
よ
。

と
こ
ろ
で
、
ご
夫
婦
で
お
出
掛
け
に
な
る

場
合
な
ん
か
、
ど
の
様
な
と
こ
ろ
に
気
を

使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

西
川
ま
ず
主
人
の
洋
服
を
決
め
て
お
い

て
、
そ
れ
に
合
わ
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
た
ま
に
は
黙
っ
て
着
て
い
っ
て
驚

か
す
場
合
も
あ
る
ん
で
す
。

太
田
ご
主
人
が
国
会
議
員
に
な
ら
れ
て

か
ら
は
、
や
は
り
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
は
非
常
に
お

気
づ
か
い
で
し
ょ
う
ね
。

西
川
私
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
全
く
意

識
を
し
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
も
う
自
分

の
道
を
進
む
と
い
っ
た
形
で
、
た
だ
大
ぜ

い
の
人
の
集
り
の
中
で
は
、
あ
ま
り
際
立

っ
た
装
い
よ
り
も
逆
に
、
少
し
で
も
地
味

に
す
る
と
い
っ
た
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

☆
〃
お
ん
な
“
と
し
て
の
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を

太
田
こ
こ
で
ヘ
レ
ン
さ
ん
に
ミ
セ
ス
を

代
表
し
て
洋
服
と
い
う
も
の
に
対
す
る
要

望
と
い
っ
た
も
の
が
有
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
訊

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
川
や
は
り
女
性
の
場
合
、
結
婚
す
れ

ば
嫁
に
な
り
、
子
供
が
で
き
る
と
母
に
な

っ
て
ゆ
く
の
だ
か
ら
、
そ
の
立
場
で
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
も
の
を
着
て
い
く
事
が
必

要
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
出
掛

け
る
場
合
、
主
人
と
出
掛
け
る
時
、
ま
た

ひ
と
り
で
遊
び
に
行
く
時
、
と
い
う
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｔ
Ｐ
Ｏ
と
い

っ
た
も
の
を
私
自
身
で
心
掛
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
に
も

要
望
し
た
い
で
す
ね
。

太
田
ミ
セ
ス
の
方
は
、
応
々
に
し
て
自

分
に
は
、
こ
れ
し
か
似
合
わ
な
い
、
と
い
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J Ｐｒ

藩

気
持
ち
も
芽
ば
え
ま
す
ね
。

太
田
や
は
り
我
々
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

ミ
セ
ス
の
洋
服
を
創
る
場
合
、
シ
ル
エ
ッ

ト
が
美
し
く
み
え
る
よ
う
に
良
い
所
を
強

調
し
、
悪
い
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
考

え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

西
川
本
当
は
洋
服
に
頼
る
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
自
分
自
身
の
体
型
を
自
分
で
守
ら

一

一

皿
銅
１
店
羽
店
赤
恥
羽
》
認

耐
癖
動
盃
店
店
郡
山
鋤
緬
ｍ
１
封
動
諦
叩
岡
祁
一
手
拝
“
元
祁

浄
僻
黙
撫
撫
識
識
鰯
綴
輸
磯
駕

Ｃ
郵
寿
恥
や
畷
郷
耐
輝
鋤
識
恥
地
錘
藩
酵
到
祁
寿
祁
汚
馳
汚
寿
吠
和
輯
諏
麺
雄
和
一
』
癖
羅
描
榊
狸
準
池

馴
主
・
神
大
京
束
。
：
。
：
。
：
。
・
・
・
：
株
〒

う
よ
う
な
固
定
観
念
を
持
ち
が
ち
で
す
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
冒

険
心
を
持
っ
て
洋
服
を
着
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
新
し
い
発
見
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。

西
川
特
に
最
近
、
ミ
二
が
流
行
っ
て
い

る
の
で
私
な
ん
か
と
て
も
着
れ
な
い
と
思

う
反
面
、
や
っ
て
や
ろ
う
か
な
、
と
い
う

槌騨毒

Ｅ－

灘

‘当目軍葬詳

－コ

蝋。

蕊

一

な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）

太
田
ヘ
レ
ン
さ
ん
は
い
つ
も
そ
う
い
う

気
配
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
、
美
し
く

保
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
私
も

も
っ
と
皆
様
の
冒
険
心
を
く
す
ぐ
り
、
意

欲
的
に
着
て
い
た
だ
け
る
洋
服
づ
く
り
に

と
り
く
ん
で
ゆ
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
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